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西
金
田
の
福
田
得
三
郎
さ
ん
（
 68 

歳
）
が
、
 

9
月
 26 

日
（
日
）
に
嘉
穂
町
総
合
運
動
公
園
で
行
 

わ
れ
た
、
第
 47 

回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
福
岡
 

県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
 60 

歳
5
 69 

歳
の
部
 

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
 

「
生
ま
れ
故
郷
金
田
町
代
表
と
し
て
の
大
会
、
 

無
我
夢
中
で
走
り
ま
し
た
。
優
勝
で
き
て
と
て
 

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
福
田
さ
 

ん
は
、
西
金
田
で
育
ち
、
高
校
卒
業
後
、
埼
王
 

県
に
就
載
の
た
め
上
京
。
定
年
後
の
今
年
5
月
 

一雪 

議11
'
 

に
金
田
町
に
帰
っ
た
ば
か
り
で
す
。
 

陸
上
競
技
は
高
校
時
代
に
部
活
で
経
験
し
た
 

だ
け
で
、
そ
の
後
は
競
技
か
ら
全
く
離
れ
て
い
 

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
 
60 

歳
の
定
年
退
職
を
機
 

に
、
長
距
離
走
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
健
康
 

の
た
め
に
と
上
位
を
目
指
し
た
り
せ
ず
に
、
完
 

走
を
目
標
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
 
64 

歳
の
時
に
参
加
し
た
浦
和
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
 

子
シ
ニ
ア
の
部
で
、
4
6
〇
人
中
 16 

位
の
好
成
 

績
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
上
位
を
目
指
し
で
 

、
‘
」
？
嚇
醜
一
・
・
・
 

身』曹二 
・

，

・

・

・

 

励
む
よ
う
に
な
り
、
年
間
6
レ
ー
ス
く
ら
い
に
 

参
加
し
、
常
に
好
成
績
を
収
め
る
ま
で
に
な
り
 

ま
し
た
。
故
郷
に
帰
っ
て
か
ら
も
走
り
込
み
、
 

体
づ
く
り
に
と
元
気
に
練
習
に
励
む
福
田
さ
ん
 

は
、
力
強
く
こ
う
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

品
歳
を
す
ぎ
て
か
ら
自
己
流
で
始
め
た
自
 

分
が
こ
ん
な
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
見
ま
せ
ん
 

で
し
た
。
人
間
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
 

い
。
や
れ
ば
で
き
る
も
の
で
す
ー
」
 



平成15年度表彰分 人権作文ノ豆巽作 

人権について 
永末 恵吏子 

だ。なぜなら、言葉はいちばん人を傷つけやすい 

と思うからだ。言葉は、人を幸せにしたり、楽し 

くしたり、感動させたりするが、一言まちがった 

言葉をいえば、心に傷をつけてしまうのである。 

心の傷は、普通の切り傷などと違って治りにくい 

し、一生治らない場合もある。普段、友だちと話 

す時、わたしは傷つけていないか考えながら話す。 

でも、もしかしたらだれかを傷つけてしまってい 

るかもしれない。反対に傷つく言葉を言われるの 

ではないだろうかと不安になったこともある。そ 

れほど言葉というものは、傷つけやすいものなの 

だ。なにげなく言ったその一言で、人は悲しんだ 

り傷ついたりしてしまう。自分では、相手の気持 

ちを考えて言ったつもりでも、相手は傷ついてし 

まっていたりする。 
わたしは、みんなに考えてほしい。自分の言っ 

た言葉は、だれかを傷つけてはいないだろうか。 

そして、傷つける行動をしてはいないだろうか。 

そういうところに気をつけていけば、心の傷は次 

第に減っていくと思う。 

「人権」というの 

は、人が生まれなが 

らに持つ権利という 

ことである。でも、 
わたしは本当に人権 

はあるのだろうかと 

思う。 
テレビを見ていた 

ある日、いじめられ 

ていた人が自殺をし 

たというニュースが 

あった。自殺という行為は許されないけれど、そ 

こまでに追い込んだのはいじめである。 

「いじめ」というのは、人を苦しめることであ 

る。多分、いじめる人は心の病におかされている 

のだと思う。そして、いじめられるほうの痛さ、 

つらさを考えずに暴力をするのである。わたしは、 

何もかもを暴力でおさえようとする人は弱い人だ 

と思う。 

わたしが暴力よりも怖いと思うものは、「言葉」 

園 表 園 る す 関 に 権 人 

12月7日（火）18時00分～ 
会場：総合会館二階大研修室 

金田小学校・中学校の生徒が、人権をテーマにした作品を 

発表します。みなさんも、生徒たちの作品から人権について 

考えてみませんか。みなさんの参加をお待ちしています。 

人権作文表彰者 

) 

平成15年度表彰分 
人権ポスター入選作 

桑

野

遥

奈

 

相
手
を
思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
い
じ
め
 

や
差
別
は
き
つ
と
な
く
な
る
は
ず
で
す
。
自
 

分
が
大
切
な
よ
う
に
相
手
を
思
う
「
思
い
や
 

り
」
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

福
田
彩
美
 

わ
た
し
は
、
「
世
界
の
人
々
が
共
に
手
を
と
 

っ
て
悲
し
い
こ
と
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
 

と
思
っ
て
こ
の
絵
を
か
き
ま
し
た
。
世
界
中
 

の
人
々
が
共
に
手
を
と
り
助
け
合
え
る
世
界
 

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

J
 

12月4日（土）9: 00~ 20: 00 瞬 

フリーダイヤル 

0120-9393-22 
※市外局番0979の地域及び携帯電話、PHSから 

は通話できません。 

第56 回人権週間県下一斉無料電話相談 r 
I 家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル、い 

I じめや差別など、悩みや困りことがあったら、 

I ひとりで悩まずお電話ください。 

I 法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に応 

I じます。 
I 秘密は厳守されますのでお気軽にご相談くだ 

~ さい 

お問い合わせ 
福岡県法務局人権擁護部 

公 092-72 1-9166 
一言， 

3 

井尻楓さん（中2) 

谷口舞さん（中2) 

二郎丸美帆さん（中2) 

河西瞳さん（中2) 

相原留美さん（中2) 

堀田舞さん（中2) 

高津和圭乃さん（中2) 

林純平くん（中2) 

大塚亜佑ん（中3) 

松尾奈緒美さん（中3) 

下山綾香さん（中3) 

石元美穂さん（中3) 

「地雷と人権」 

「人権について」 

「戦争」 

「子供の命」 

「いじめ」 

「人権」 

「『ジロジロ見ないで』を読んで」 

「世界の中で生きる」 

「命の大切さ」 

「肌色って何色ですか？」 

「差別をなくすために」 

「人権差別について」 

胞
周
4
同
《
き
か
易
胞
周
⑩
同
《
金
》
咳
 

人
権
週
間
で
す
0
 

人権ポスター表彰者 

日吉文乃さん（中1) 

福田彩美さん（中1) 

中村結真さん（中2) 

谷口舞さん（中2) 

野田絵梨佳さん（中2) 

平塚かおりさん（中2) 

高津和圭乃さん（中2) 

桑野高平くん（中3) 

下山綾香さん（中3) 

松尾恵利さん（中3) 

有門拓也くん（中3) 

寺崎謙司くん（中3) 

辰島由樹華さん（小5) 

田中優衣さん（小5) 

封間美尋さん（小5) 

浦田優希さん（小5) 

ハ代聖華さん（小5) 

横山美穂さん（小5) 

鮫島恵里さん（小6) 

千原綾乃さん（小6) 

福田夏乃さん（小6) 

藤本可那子さん（小6) 

吉田法人くん（小6) 

中村優里さん（小6) 

※人権作文と人権ポスター表彰作品は、広報かなだの風毎月15日号に 

掲載する予定です。 

人権標語表彰者 

植田圭美さん（中1) 

武内佑樹くん（中1) 

藤川佳奈恵さん（中1) 

佐藤和さん（中1) 

永冨貴仁くん（中D 

日吉文乃さん（中1) 

福田彩美さん（中1) 

宮脇彩香さん（中D 

相部真幸さん（中1) 

鹿毛剛くん（中1) 

長浦美紀さん（中1) 

宮本貴章くん（中1) 

吉田紗奈江さん（中1) 

吉村友紀子さん（中D 

「人権はー人の力が大きな力」 

「人を見て指さし笑う鬼の顔」 

「やさしい町みんな笑顔でうまってる」 

「届けよう笑顔とともに優しさを」 

「もうやめよう人をきずつけるそのひと言」 

「考えよう自分の言葉と相手の気持ち」 

「『やめようよ』とそのー言を言う勇気」 

「手をつなぎ差別をなくす笑顔の輪」 

「世界中みんなの心にバリアフリ司 

「もちたいな人に対する思いやり」 

「ー人じゃないまわりを見れば仲間がいる」 

「気がついて君のとなりで泣いている子」 

「ゆずり合うそこからできる仲間達」 

「つないだ手みんなの顔が笑顔へと」 

誰
も
が
当
然
に
持
っ
て
い
る
権
利
、
そ
れ
は
人
権
。
 

そ
の
大
切
さ
は
、
世
界
的
規
模
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
人
権
尊
重
に
お
け
る
「
す
べ
て
 

の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
」
 

と
し
て
、
1
9
4
8

年
 12 

月
 10 

日
、
第
3

回
国
連
総
会
 

の
決
議
と
し
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
本
で
は
 12 

月
4

日
か
ら
 10 

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
 

と
定
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
 

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

人権パネル展 

テーマ 
「ならわし、しきたり」 

と私たちの人権 

12月15日（水）-22日（水） 

会場：役場玄関ホール 



台所や洗濯で洗剤を使いすぎていませんか？ 
お間い合わせ 役場年金係 容22-0563 国民年金のお知らせ 

国民年金の保険料は平成17年3月分 

まで13,300円で変更ありません。 

国民年金法の一部を改正する法律が平成16年 

10月から施行されましたが、国民年金被保険者 

のみなさんが掛ける保険料は、来年3月までこ 

れまでどおり13,300円となっています。 

秋晴れの下でのびのびと 
田川郡身体障害者体育大会 

10月17日（日）、方城町民グラウンドで田川郡 

身体障害者体育大会が開催されました。 

昨年優勝した金田町は、今年は4位の成績でし 

た。しかし、参加者全員さわやかな秋晴れの下 

で多くの来賓に見守られながら、のびのびと楽 

しく過こすことができました。 

役場住民課環境衛生係 公22-6663 
平成17年3月分までは、法律改正に 

よる年金額の変更はありません。 
リンや界面活性剤（※）を多く含んでいる合成洗剤は、水質汚濁の原因 

となります。洗剤はたくさん使ったからといって洗浄力が上がるわけで 

はありません。適量を守り、有害な成分をできるだけ流さないことが、 

川の負担を軽くします。 

※界面活性剤とは、石油などからつくられ 

る物質で、油の表面張力を低下させて、 

と油を混り合いやすくするものです。 

国民年金受給権者が受け取る老齢基礎年金等 

の年金額については、今回の法律改正により新 

しい年金額に改定されましたが、今年の10月分 

から来年の3月分までは、特例措置によって法 

律改正による年金額の変更はありません。 

’ ~ “ 一 ■ ~ “ ~ ， - . 

―二奪m 浸」‘：てと~ 
× イ ー 

洗剤は 
量を量って、 

必要以上は使 

わない。 

台所では 

3,--5倍に 

うすめて使う。 

× 

●洗剤使用量 と洗三争力 

『一 

I 
少 洗剤の量 

110 

洗100 

- 90 

霧80 
数 70 

60 

汚れを拭きとつて洗うと、 

洗剤は少しですみます。 

多 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

ま
た
必
ず
来
て
ね
 

た
か
ら
の
家
宝
見
保
育
園
交
流
会
 

中

央

公

民

館

短

歌

教

室

詠

草

 

新
ら
し
く
夢
を
育
く
む
こ
と
も
な
く
歌
詠
み
て
を
り
老
い
重
ね
つ
つ
 

彼
岸
花
連
な
り
て
咲
く
遍
路
み
ち
笠
寄
せ
合
ひ
て
老
夫
婦
ゆ
く
 

相
逢
え
ば
知
り
し
日
の
君
髪
白
く
さ
な
が
ら
会
話
旅
人
に
似
る
 

ひ
と
り
ぬ
き
ゴ
ー
ル
前
に
て
ま
た
ぬ
き
ぬ
孫
は
長
距
離
が
得
意
な
る
ら
し
 

九
十
に
は
九
十
の
楽
し
み
あ
る
と
い
ふ
小
さ
く
な
り
し
友
を
み
つ
む
る
 

友
だ
ち
の
吹
奏
楽
の
演
奏
が
し
ず
む
心
を
明
る
く
て
ら
す
 

病
院
の
四
階
ま
で
の
階
段
を
か
け
上
り
く
だ
る
母
を
訪
ふ
日
は
 

石
の
間
の
動
か
ぬ
水
に
あ
め
ん
ぼ
の
浮
き
た
る
見
つ
つ
暫
く
を
り
ぬ
 

役
場
前
の
木
に
繋
が
る
る
柴
犬
が
不
安
気
に
主
人
を
待
ち
て
る
る
な
り
 

ま
 
が
い
ぶ
つ
 

年
古
れ
ど
か
す
か
に
笑
み
ま
す
磨
崖
仏
釈
迦
三
尊
を
お
ろ
が
み
仰
ぐ
 

秋
風
に
そ
よ
ぐ
茅
の
穂
萩
の
花
み
れ
ば
ふ
た
た
び
山
路
恋
し
き
 

う
し
ろ
 
で
 

音
高
く
芝
刈
る
孫
の
後
姿
を
眺
め
て
を
り
ぬ
夫
想
ひ
つ
つ
 

映
像
に
香
春
の
山
が
う
つ
り
る
て
お
の
ず
口
ず
さ
む
炭
坑
節
を
 

お
う
 
か
 

全
快
の
今
日
よ
り
余
生
の
日
日
な
る
ぞ
講
歌
の
蝉
も
た
だ
に
親
し
く
 

宇
宙
基
地
造
る
知
恵
・
技
あ
り
な
が
ら
台
風
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
荒
る
る
に
ま
か
す
 阿

部
 

三
村
 

辻
田
 

白
石
 

稲
富
 

重
宏
 

和
子
 

幸
也
 

信
子
 

光
子
 

宮
里
萌
望
佳
 

山
口
 

倭
子
 

佐
竹
喜
久
雄
 

青
山
 

福
田
 

武
藤
 

加
治
 

裕
洋
 

日
白
 

鶴
代
 

智
子
 

香
月
ミ
サ
ヲ
 

白
石
 
鶴
代
 

岡
野
富
司
生
 

個
人
投
稿
作
品
 

や
れ
や
れ
と
し
づ
む
タ
日
の
山
な
み
を
な
が
め
て
今
日
も
ホ
ッ
ト
す
る
な
り
 

残
月
の
雲
間
に
も
る
る
月
影
う
す
く
夜
が
ら
す
の
鳴
く
夜
明
か
な
 

金
田
町
上
金
田
 

井
戸
ア
サ
コ
 

10 

月
 18 

日
（
月
）
、
宝
見
保
育
園
に
、
デ
イ
サ
 

ー
ビ
ス
た
か
ら
の
家
（
宝
見
）
か
ら
お
じ
い
ち
 

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
遊
び
に
来
ま
し
た
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
竹
馬
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

は
お
手
玉
を
園
児
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。
園
児
 

た
ち
は
初
め
て
の
遊
び
に
大
喜
び
、
夢
中
で
楽
 

し
ん
で
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
 

ゃ
ん
も
、
そ
ん
な
か
わ
い
ら
し
い
園
児
 

た
ち
と
遊
ん
で
元
気
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
 

っ
た
よ
う
で
し
た
。
 

最
後
は
、
園
児
た
ち
に
竹
馬
と
お
手
 

玉
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
み
ん
な
で
も
っ
と
 

練
習
し
て
き
っ
と
上
手
に
な
る
か
ら
、
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
た
 

必
ず
来
て
ね
。
ま
た
遊
ぼ
ー
つ
ね
。
 

11月28日（日）10:00スタート 

jこニカ、才っスキスキーフコニスタ 
I 

日王の三易 

田川 元気いっぱい子供たち 好きやき！ 

商工会青年部バザー 

たこやき・ポップコー 
ン・とうもろこし・お 
でん・カレーーイ力焼 
き・焼きちくわ‘ョー 
ョーつり等、地元特産 
品も出店販売。 

野外ステージ 

田川8町村より、吹奏 
楽や太鼓演奏・神楽な 
どの郷土芸能・伝統芸 
能ライブ。 

※金田中吹奏楽部が出演します！

わくわく子供体験i-か 

ケーキ作り・陶器作 
り・バルーンアート・ 
手作りアート工芸 

主 催【田川郡商工会青年部連絡協議会 
後 援】赤池町・赤村・糸田町・大任 

町・金田町・香春町・添田 
町・方城町・日王の湯 

お問い合わせ 

金田町商工会 公22-i 1l1 

J 

5 


